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ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
医
療
政
策
課
）　
　

一

告　
　
　

示

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
医
師
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

一

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
所
属
医
療
機
関
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
指
定
の
辞
退 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く

　

漁
業
共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一
部
改
正 
（
農
林
水
産
経
営
支
援
課
）　
　

二

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

（
農
村
振
興
課
）　
　

三

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
（
四
件
） 
（
森
林
整
備
課
）　
　

三

〇
定
置
漁
業
権
及
び
区
画
漁
業
権
に
係
る
漁
業
の
免
許 

（
水
産
業
振
興
課
）　
　

四

〇
廃
川
敷
地
等
の
発
生 

（
河　

川　

課
）　
　

四

公　
　
　

告

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

自
立
支
援
医
療
を
行
う
医
療
機
関
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

四

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

自
立
支
援
医
療
を
行
う
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
の
実
施 

（
産
業
立
地
推
進
課
）　
　

四

監
査
委
員

〇
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
の
補
助 

五

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
定
置
漁
業
の
保
護
区
域
の
指
示 

五

規　
　
　

則

　

医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
九
十
六
号

　
　
　

医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

医
療
法
施
行
細
則
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
十
三
号
中

改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
の
た
め
に
診
断
を
行
う
医
師
と
し
て
、
平
成
三
十
年
七
月
十
九
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

発　　　　行
宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）

「
５
 　
管
理
す
る
施

設
相
互
間
の
距

離
及
び
連
絡
に

要
す
る
時
間

距
離

」

を

連
絡
に
要

す
る
時
間

（
時
間
）
　
　
　
　
　
　
（
手
段
）

「
５
 　
管
理
す
る
施

設
相
互
間
の
距

離
及
び
連
絡
に

要
す
る
時
間

距
離

」

に

連
絡
に
要

す
る
時
間

（
時
間
）
　
　
　
　
　
　
（
手
段
）

６
 　
医
療
法
第
12

条
第
２
項
各
号

の
う
ち
該
当
す

る
規
定
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氏　
　

名

診
療
科
目

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

山
中　

多
聞

循
環
器
内
科

石
巻
赤
十
字
病
院

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一
番
地

小
野　
　

学

呼
吸
器
内
科

石
巻
赤
十
字
病
院

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一
番
地

宇
佐
美　

修

内

科

栗
原
市
立
栗
原
中
央
病
院

栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目
一
番

一
号

早
坂　
　

研

外

科

南
三
陸
病
院

南
三
陸
町
志
津
川
字
沼
田
十
四
番
三

号

増
田　

高
行

内

科

医
療
法
人
清
仁
会

古
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
崎
市
古
川
西
館
三
丁
目
三
番
二
号

菅
原　

理
恵

眼

科

富
谷
中
央
病
院

富
谷
市
上
桜
木
二
丁
目
一
番
六
号

深
瀬　

耕
二

外

科

石
巻
赤
十
字
病
院

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一
番
地

岩
指　
　

元

消
化
器
外
科

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

名
取
市
愛
島
塩
手
字
野
田
山
四
十
七

番
一
号

千
葉　

正
典

内

科

登
米
市
立
米
谷
病
院

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
元
町
二
百
番

地

佐
々
木　

寛

内

科

登
米
市
立
米
谷
病
院

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
元
町
二
百
番

地

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

新

旧

所
属
医
療
機
関
の

名

称

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

所
属
医
療
機
関
の

名

称

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

中
山　

曻
一

内

科

医
療
法
人
啓
仁
会

石
巻
ロ
イ
ヤ
ル
病

院

石
巻
市
広
渕
字
焼

巻
二
番
地

栗
原
市
立
栗
原
中

央
病
院

栗
原
市
築
館
宮
野

中
央
三
丁
目
一
番

一
号

浅
野
俊
一
郎

眼

科

亘
理
浅
野
眼
科
医

院

亘
理
町
字
新
町
二

十
四
番
地

公
益
財
団
法
人
宮

城
厚
生
協
会

坂
総
合
病
院

塩
竈
市
錦
町
十
六

番
五
号

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の

医
師
か
ら
、
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

猪
原　

正
史

外

科

石
巻
市
立
牡
鹿
病
院

石
巻
市
鮎
川
浜
字
清
崎
山
七
番
地

小
川　

則
彦

外

科

公
立
黒
川
病
院

大
和
町
吉
岡
字
西
桧
木
六
十
番
地

菅
野　

重
範

神
経
内
科

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

大
河
原
町
字
西
三
十
八
番
一
号

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
一
号

　

平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
漁
業
共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
表
七
ヶ
浜
町
区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
七
ヶ
浜
支
所
の
地
区
の
う
ち

東
宮
浜
の
区
域
）
の
項
、
七
ヶ
浜
町
区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
七
ヶ
浜
支
所
の
地
区
の
う
ち
代
ヶ
崎
浜
の
区
域
）

の
項
及
び
七
ヶ
浜
町
区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
七
ヶ
浜
支
所
の
地
区
の
う
ち
吉
田
浜
の
区
域
）
の
項
中

（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
七
ヶ
浜
支
所
の
地
区
の
う
ち
花
渕
浜
の
区
域
）
の
項
及
び
七
ヶ
浜
町
区
域
（
宮
城
県
漁
業

「
２
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
に
掲

げ
る
漁
業
及
び
敷
網
を
使
用
し
て
小
女
子
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁

業
以
外
の
漁
業

を

３
．
小
型
定
置
漁
業

」

「
２
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
刺
網
を
使
用
し
て
行

う
漁
業

に
改
め
、
同
表
七
ヶ
浜
町
区
域

３
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
及
び

２
に
掲
げ
る
漁
業
並
び
に
敷
網
を
使
用
し
て
小
女
子
を
と
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業
以
外
の
漁
業

４
．
小
型
定
置
漁
業

」
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協
同
組
合
の
七
ヶ
浜
支
所
の
地
区
の
う
ち
菖
蒲
田
浜
の
区
域
）
の
項
中
「刺

網

」
を
「主

と
し
て
刺
網

」
に
改
め
、
同

表
七
ヶ
浜
町
区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
七
ヶ
浜
支
所
の
地
区
の
う
ち
松
ヶ
浜
湊
浜
の
区
域
）
の
項
中

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
二
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

地　

区　

名

事　

業　

の　

名　

称

工
事
完
了
年
月
日

柴
鳥

農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
水

利
施
設
整
備
事
業
）

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

貝
抜
沢

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
た
め
池
等
整
備
事

業
（
た
め
池
整
備
工
事
（
小
規
模
）））

平
成
三
十
年
三
月
二
十
二
日

城
下

農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
）

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

南
鹿
原

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
生
産
基
盤
型
）

平
成
三
十
年
六
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

石
巻
市
荻
浜
字
小
浜
山
一
の
一
・
一
五
の
三
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
石
巻
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
波
路
上
明
戸
一
六
一
の
一
、
一
六
一
の
三
、
一
六
二
の
七
、
一
六
二
の
一
〇
か
ら
一
六
二
の
一
二
ま
で

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
銭
神
一
〇
の
二
五
、
一
〇
の
二
八

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
六
号

「
２
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
に
掲

げ
る
漁
業
及
び
敷
網
を
使
用
し
て
小
女
子
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁

業
以
外
の
漁
業

を

３
．
小
型
定
置
漁
業

」

「
２
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
刺
網
を
使
用
し
て
行

う
漁
業

に
改
め
る。

３
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
及
び

２
に
掲
げ
る
漁
業
並
び
に
敷
網
を
使
用
し
て
小
女
子
を
と
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業
以
外
の
漁
業

４
．
小
型
定
置
漁
業

」
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森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
磯
草
三
九
七
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

駐
車
場
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
気
仙
沼
市
役
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
七
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
別
冊
の
と
お
り
定
置
漁
業
権
及
び
区

画
漁
業
権
に
係
る
漁
業
の
免
許
を
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
八
号

　

河
川
区
域
の
変
更
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
四
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
土
木
部
河
川
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

河
川
の
名
称

　
　

一
級
河
川
阿
武
隈
川
水
系
高
木
川

二　

廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日

　
　

平
成
三
十
年
三
月
八
日

三　

廃
川
敷
地
等
の
位
置

　

 　

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
円
田
字
高
山
三
十
五
番
一
地
先
、
三
十
五
番
二
地
先
、
三
十
五
番
三
地
先
及
び
三
十
六
番
一

地
先

四　

廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量

　
　

土
地　

九
百
四
十
二
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル

公　
　
　

告

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療
の
う
ち
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の

と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指

定

年

月

日

南
三
陸
病
院

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
沼
田
十
四

－

三

平
成
三
十
年
八
月
一
日

医
療
法
人
清
仁
会
小
牛
田
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク

遠
田
郡
美
里
町
牛
飼
字
牛
飼
七
十
七

－

二

平
成
三
十
年
八
月
一
日

ホ
ー
プ
薬
局
大
崎
西
店

大
崎
市
古
川
新
堀
字
東
田
三
十
六

－

二

平
成
三
十
年
八
月
一
日

イ
オ
ン
薬
局
利
府
店

宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
新
屋
田
前
二
十
二

平
成
三
十
年
八
月
一
日

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
指
定
し
た
指
定
自
立
支

援
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

担
当
す
る

医
療
の
種
類

所　
　

在　
　

地

指
定
辞
退
年
月
日

か
な
え
調
剤
薬
局

調
剤

 

気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
三
十
八

－

一

平
成
三
十
年
六
月
十
五

日

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
砂
利
採
取
業
務
主
任
者

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
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平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

試
験
日
時

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
九
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二　

試
験
会
場

　
　

宮
城
県
行
政
庁
舎
一
階　

み
や
ぎ
広
報
室

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

試
験
科
目

　

１　

砂
利
の
採
取
に
関
す
る
法
令

　

２　

砂
利
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
な
事
項
（
基
礎
的
な
土
木
及
び
河
川
工
学
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。）

四　

受
験
手
続

　

１ 　

受
験
願
書
の
受
付
期
間
は
、
平
成
三
十
年
九
月
十
日
（
月
）
か
ら
九
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ

し
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
有
効
と
す
る
。

　

２　

受
験
手
数
料
は
、
受
験
願
書
に
七
千
六
百
円
分
の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
納
め
る
こ
と
。

　

３ 　

受
験
願
書
は
、
宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
並
び
に
各
地
方
振
興
事
務
所
及
び
地
域
事
務
所
で

配
布
す
る
。

　

４　

受
験
願
書
の
提
出
先

　
　
　

宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課

　
　
　

〒
九
八
〇

－

八
五
七
〇　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

（
電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

二
七
三
一
）

　

５　

受
験
願
書
の
添
付
書
類

　
　

 　

写
真
（
手
札
形
（
縦
十
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
八
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
、
受
験
願
書
の
提
出
前

六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
上
半
身
像
で
、
そ
の
裏
面
に
、
撮
影
年
月
日
、
氏
名
及
び
年
齢
を
記
載
し
た
も
の
）

監
査
委
員

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
二
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
定
置
漁
業
の
保
護
区
域

に
関
し
て
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

一　

保
護
区
域

公
示
番
号

漁
場
の
位
置

保

護

区

域

前

面

沖

合

後

面

定
第
一
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
泥
這

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
泥
這

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
松
島

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
四
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
松
島

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
16号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
252条

の
32第
２
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
平
成
30年
８
月
31日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
す
 ど
 う
　
　
　
　
　
哲
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
氏
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
　
　
所

　
　
石
　
倉
　
毅
　
典
　
　
東
京
都
台
東
区
小
島
１
丁
目
６
番
９
－
202号

　
Palazzo秀

亜

　
　
伊
　
藤
　
洸
　
矢
　
　
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
銀
杏
町
24番
21号
　
サ
ン
ラ
イ
ズ
銀
杏
303

　
　
大
　
木
　
彩
　
乃
　
　
千
葉
県
柏
市
柏
１
丁
目
７
番
１
－
2108号

　
　
尾
　
﨑
　
兼
　
行
　
　
埼
玉
県
和
光
市
本
町
17番
60－
1202号

　
　
猿
　
木
　
貴
　
史
　
　
東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
二
丁
目
９
番
３
号

　
　
成
　
田
　
重
　
臣
　
　
東
京
都
墨
田
区
菊
川
三
丁
目
３
番
１
号
　
ヴ
ェ
ル
デ
ベ
ン
ト
203

　
　
西
　
野
　
健
　
太
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
堤
町
３
丁
目
３
番
50号
　
エ
ス
パ
ノ
ー
ル
北
仙
台
Ａ
棟
203

２
　
当
該
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
で
き
る
期
間

　
　
平
成
30年
９
月
１
日
か
ら
平
成
31年
３
月
31日
ま
で
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定
第
五
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
大
槻

島
地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
六
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
大
槻

島
地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
七
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
津
本

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
八
号

気
仙
沼
市
大
島
唐
島
地

先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
九
号

気
仙
沼
市
本
吉
町
明
神

崎
地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
号

気
仙
沼
市
本
吉
町
明
神

崎
地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
一
号

気
仙
沼
市
本
吉
町
日
門

地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
二
号

南
三
陸
町
歌
津
田
ノ
浦

地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
三
号

南
三
陸
町
歌
津
泊
地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
四
号

南
三
陸
町
歌
津
唐
島
地

先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
五
号

南
三
陸
町
志
津
川
野
島

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
六
号

南
三
陸
町
戸
倉
椿
島
地

先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
七
号

南
三
陸
町
戸
倉
ウ
ソ
島

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
八
号

南
三
陸
町
戸
倉
津
根
地

先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
九
号

石
巻
市
雄
勝
町
名
振
八

景
島
地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
号

石
巻
市
雄
勝
町
名
振
ハ

テ
島
地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
一
号

牡
鹿
郡
女
川
町
桐
ヶ
崎

鈴
の
崎
地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
二
号

牡
鹿
郡
女
川
町
江
島
恋

島
地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
三
号

牡
鹿
郡
女
川
町
江
島
地

先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
四
号

石
巻
市
金
華
山
仁
王
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
五
号

石
巻
市
金
華
山
砂
浜
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
六
号

石
巻
市
金
華
山
垂
水
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
七
号

石
巻
市
金
華
山
鍬
形
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
八
号

石
巻
市
金
華
山
白
小
浜

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
九
号

石
巻
市
金
華
山
内
高
石

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
号

石
巻
市
長
渡
浜
地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
一
号

石
巻
市
網
地
浜
栗
ヶ
崎

地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
二
号

石
巻
市
田
代
浜
松
石
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
三
号

石
巻
市
田
代
浜
竜
神
崎

地
先
（
三
石
）

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二 　

一
に
掲
げ
る
定
置
網
の
保
護
区
域
内
で
は
、
当
該
漁
業
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
す
漁
業
・
遊
漁
（
水
産
動
植
物
を

採
捕
す
る
行
為
を
い
う
。）
を
行
い
、
又
は
当
該
漁
業
の
魚
道
を
遮
断
し
、
若
し
く
は
魚
群
を
散
逸
さ
せ
る
行
為
を

行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

三　

指
示
の
有
効
期
間

　
　

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
三
十
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。


